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１．４年産最終集荷見込（５月末） 

（１）４年産主食用米の集荷数量は、JA 段階で 291 万㌧（前年比 95％）、連合会段階で 212 万

㌧（前年比 91％）と前年を下回っています。 

 

 

 

 

２．４年産契約・販売状況 

（１）事前契約 

   ４年産の事前契約数量は 137 万㌧と、前年から＋９万㌧（107％）の積上げとなりました。

需給改善を受け、多くの販売先が事前契約によって早期に契約を積み上げる動きが見られ

ました。 

   なお、５年産は、販売計画の 70％（147 万㌧）を成約目標として掲げ、２月～３月にかけ

て播種前・複数年契約を推進した結果、93 万トンまで積み上がっています。 

 

（２）契約・販売状況（６月末） 

ア．４年産主食うるち米の契約数量は 184 万㌧（前年比 94％）となっています。また、販

売数量は 111 万㌧（前年比 97％）と前年を下回っています。 

 

  イ．７月以降要販売数量は 81 万㌧と、前年を 14 万㌧下回る見込みです。 

 

 

３．４年産米価格の動向 

（１）農林水産省が公表した４年産５月相対販売価格（税別・包装抜換算）は、12,723 円/60 ㎏

と、前年同月差＋1,116 円となっています。 

（２）また、６月上旬における４年産市中価格（業者間のスポット取引価格）は、前年同月から

＋1,900 円～2,400 円／60kg となっています。 
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【図表１】４年産最終集荷見込み（５月末） 【図表２】事前契約の成約状況等 

【図表４】相対取引価格の推移（５月末）        

 

【図表５】４年産市中価格（６月上旬） 

【図表３】４年産主食うるち米の販売状況（６月末速報値） 
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４．今後の需給見通し 

（１）農林水産省が公表した需給見通しによると、４年産米の作付転換が大きくすすんだ結果、

５年６月末民間在庫量は 191～197 万㌧と前年を大きく下回ることが見込まれます。 

（２）また、５年産米も４年産米と同程度の作付けとすることにより、６年６月末民間在庫量は

180～186 万㌧とさらに在庫が減少し、一層の需給改善がすすむことが見込まれます。 

 

 

５．今後の取組み 

（１）２・３年産持越古米は、国の周年事業を活用しながら、計画的な販売をすすめます。 

 

（２）４年産米については、全ての産地において契約の目途が立っております。今後は、周年事

業を活用した長期計画的販売に取組みます。 

 

（３）５年産においても、確実な需給改善をはかるため、需要に応じた適正生産の取組みを継続

してすすめていきます。 

 

（４）また、需要を早期かつ安定的に確保する観点から、６月を目途に収穫前契約を実施し、事

前契約成約目標 147 万㌧の達成に向け、契約数量の積上げを図ります。 

 

 

６．消費拡大・理解醸成の取組み 

（１）消費拡大の取組み 

米の消費拡大に向けて、消費促進（お米を食べたくなる動機付け）、お米の魅力発信（お

米は太るという誤解の払拭など）を軸に、多種多様な企業・行政・団体・大学などとも連携

し、より直接的にお米の購買行動につながる取組みを強化します。 

 

（２）生産コスト高騰にかかる理解醸成の取組み 

   肥料・燃料など生産コストが高騰しており、米づくりの継続が危ぶまれている現状にあ

ることから、本会は、消費者に対し、再生産可能な価格水準設定への理解を求めるため、３

月下旬に新聞広告やＷＥＢサイトでの動画配信を実施しました。今後もこれらを活用しな

がら理解醸成に努めます。 

【図表６】今後の需給見通し（３月１日 食糧部会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図表８】消費拡大に係る取組み 

〇食べて笑おう丼キャンペーン 〇新聞広告（３月 27 日掲載） 

【図表７】当面の取組み 
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https://donburi.ricesmile.jp/ 


